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1. 2027年3月期第1四半期の連結業績（2026年4月1日～2026年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年3月期第1四半期 1,149 △2.6 △16 ― △14 ― △11 ―

2026年3月期第1四半期 1,180 △0.2 △6 ― △4 ― 1 ―

（注）包括利益 2027年3月期第1四半期　　12百万円 （―％） 2026年3月期第1四半期　　△1百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2027年3月期第1四半期 △15.82 ―

2026年3月期第1四半期 2.32 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2027年3月期第1四半期 3,106 1,184 38.1 1,692.72

2026年3月期 3,047 1,185 38.9 1,694.21

（参考）自己資本 2027年3月期第1四半期 1,184百万円 2026年3月期 1,185百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年3月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00

2027年3月期 ―

2027年3月期（予想） 0.00 ― 20.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2027年 3月期の連結業績予想（2026年 4月 1日～2027年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,900 3.1 35 66.1 36 63.2 20 17.6 28.58

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年3月期1Q 705,500 株 2026年3月期 705,500 株

② 期末自己株式数 2027年3月期1Q 5,827 株 2026年3月期 5,827 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年3月期1Q 699,673 株 2026年3月期1Q 699,755 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１） 当四半期の経営成績の概況

　当第１四半期連結累計期間(2026年４月１日～６月30日)におけるわが国経済は、持続的な賃金の上昇により所得環

境の改善が進んだことに加え、依然として高水準なインバウンド消費を伴って人流が活発化していることから、経済

環境は引き続き堅調な推移となりました。

　一方で、中東情勢の緊迫化に伴う原油価格の変動や資源価格の高止まり、為替相場の不安定さなどにより、先行き

不透明な状況が続きました。

　当社を取り巻く食品業界におきましては、原材料価格やエネルギーコスト、物流費及び人件費の上昇に加え、所得

環境の改善を上回る物価の上昇により、消費者の節約志向の高まりを受け、事業環境は予断を許さない状況となって

おります。

　このような環境の下、不要な食品添加物を使わない自然食品専業として55年余の年月を積み重ねてきた歴史に信頼

をいただいている当社グループは、第７次中期経営計画『共創と変革による成長基盤の強化』(2026年4月1日～2029

年３月31日)を作成しました。当社グループ商品のリブランド、商品開発と営業機能の一体化、商品開発力の強化、

DX推進によるウェルビーイング実現、サステナビリティ等積極的に推進し目標の営業利益額を達成するために役員・

社員一丸となって取り組む所存でございます。

　第１四半期連結累計期間における当社グループの商品品目別の主な増減につきましては「調味料」が液体だし等の

売上減があったものの、新商品の平飼い卵のマヨネーズやシーザードレッシングの売上増により前年同四半期比１１

百万円増（２.７%増）の４億１５百万円、「乾物・雑穀」が有機＆国産小麦使用パン粉等の売上減があったものの、

もち麦等の売上増により前年同四半期比１百万円増(２.３%増)の６５百万円となりました。しかしながら「副食品」

がさば味付や、さばの味噌煮、愛媛の無塩せきのコンビーフなど、缶詰類の売上増があったものの、スープカレー、

三元豚のギフト商品の売上減により前年同四半期比２１百万円減(７.４%減)の２億７３百万円、「嗜好品・飲料」が

百年はちみつのど飴等の売上増があったものの、ビッグアーモンドチョコレート等の売上減により前年同四半期比９

百万円減(３.９%減)の２億４８百万円、「油脂・乳製品」が有機べに花やココナッツオイル等の売上増があったもの

の、カメリナオイル等の売上減により前年同四半期比７百万円減(７.２%減)の１億２百万円となりました。

この結果、全体の売上高は１１億４９百万円（前年同四半期比３０百万円減、２.６%減）となり、売上総利益率２

５.２%と前年同四半期比０.２％増となりました。販売費及び一般管理費は３億６百万円(前年同四半期比４百万円

増、１.５%増)となり、営業損益につきましては、営業損失１６百万円(前年同四半期は、営業損失６百万円)とな

り、経常損益につきましては、経常損失１４百万円(前年同四半期は経常損失４百万円)という結果にて終了しまし

た。また、親会社株主に帰属する四半期純損益につきましては、受取補償金３百万円などを計上したことにより、親

会社株主に帰属する四半期純損失１１百万円（前年同四半期は、親会社株主に帰属する四半期純利益１百万円）とな

りました。
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品目別

前第１四半期連結累計期間

(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日) 主要商品

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)
前年同四半

期比

油脂・乳製品 110,262 9.4 102,316 8.9 7.2％減

マーガリン・べに花油・えごま
油・オリーブ油・ココナッツオ
イル・菜種油・原材料用サラダ
油・ごま油・カメリナオイル

調味料 404,842 34.3 415,892 36.2 2.7％増

醤油・味噌・砂糖・塩・酢・カ
レー・シチュー・マヨネーズ・
ドレッシング・液体だし・顆粒
だし・醗酵調味料・蜂蜜

嗜好品・飲料 258,680 21.9 248,713 21.6 3.9％減

菓子・野菜果汁飲料・お茶・ド
ライフルーツ・五穀茶・発酵飲
料・ナッツ類・メイシーシリー
ズ(菓子)・豆乳・はちみつ製品

乾物・雑穀 64,118 5.4 65,605 5.7 2.3％増

小麦粉・パン粉・米・黒米・雑
穀・鰹節・昆布・ひじき・蓮根
粉・はとむぎ粒・餅きび・押
麦・キヌア・切干大根・チアシ
ード・炒り胡麻・もち麦・味付
のり・干し桜えび・タピオカ粉
末・おから・プロテイン

副食品 295,008 25.0 273,067 23.8 7.4％減

ジャム・スープ・レトルト食
品・麺類・缶詰・熟成発酵黒に
んにく・パンケーキ粉・らっき
ょう甘酢漬・シリアル食品・み
そ汁・お節お重商品・炊き込み
ごはんの素・五目ちらし寿司の
素・かき揚げ（冷凍）・コンビ
ーフ・ピーナッツスプレッド・
蒲鉾

栄養補助食品 27,634 2.3 25,526 2.2 7.6％減

青汁・キダチアロエ ・梅エキ
ス・ミドリムシ ・ハトムギ酵
素・乳酸菌・天茶エキス・コラ
ーゲン・碁石茶・生姜粉末・板
藍根・ルイボス茶・ルテイン・
モリンガ（ハーブ系青汁）・く
ま笹エキス・ビタミンC

その他 19,651 1.7 18,594 1.6 5.4％減
トイレタリー・機械器具・化粧
品・虫よけスプレー ・歯磨き
粉・ウイルス対策品など

合　計 1,180,199 100.0 1,149,717 100.0 2.6％減 －

品目別

前第１四半期連結累計期間

(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) 前年同四半期比

油脂・乳製品 97,714 11.0 78,777 8.7 19.4％減

調味料 300,695 33.8 341,927 37.8 13.7％増

嗜好品・飲料 191,525 21.5 189,452 21.0 1.1％減

乾物・雑穀 52,168 5.8 57,485 6.4 10.2％増

副食品 202,627 22.7 193,397 21.4 4.6％減

栄養補助食品 21,319 2.4 20,213 2.2 5.2％減

その他 24,689 2.8 22,155 2.5 10.3％減

合　計 890,740 100.0 903,408 100.0 1.4％増

品目別販売及び仕入実績の状況

　当社グループの事業は単一グループであり、当第１四半期連結累計期間の販売及び仕入実績をセグメントごと及び

事業部門ごとに示すことができないため、品目別に示すと、次のとおりであります。

①　販売実績

②　仕入実績
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（２） 当四半期の財政状態の概況

資産、負債及び純資産の状況

(資産)

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて８１百万円増加し、２４億７０百万円となりました。この主な要因は、

「受取手形及び売掛金」の２５百万円減少などがあったものの、「現金及び預金」の５９百万円増加及び「商品及

び製品」の４６百万円増加によるものであります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて２２百万円減少し、６億３５百万円となりました。この主な要因は、

「投資有価証券」の３４百万円増加があったものの、「保険積立金」の５７百万円減少などによるものでありま

す。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて５８百万円増加し、３１億６百万円となりました。

(負債)

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて１７百万円増加し、１２億７百万円となりました。この主な要因は、

「賞与引当金」の１２百万円減少などがあったものの、「流動負債のその他」（未払金１９百万円増加など）１８

百万円増加及び「短期借入金」１１百万円増加などによるものであります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて４２百万円増加し、７億１４百万円となりました。この主な要因は、

「長期借入金」の３７百万円増加などによるものであります。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて５９百万円増加し、１９億２１百万円となりました。

(純資産)

　純資産は、前連結会計年度末とほぼ同額の１１億８４百万円となりました。この主な要因は、「利益剰余金」が

親会社株主に帰属する四半期純損失１１百万円の計上及び配当総額１３百万円の支払いにより２５百万円減少した

一方、「その他有価証券評価差額金」の２４百万円増加したことによるものであります。

（３） 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の連結業績予想に関しましては、前回予想(2026年５月15日に発表いたしました連結業績予想)から変更有り

ません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,344,236 1,403,441

受取手形及び売掛金 637,953 612,873

商品及び製品 317,309 364,045

仕掛品 886 604

原材料及び貯蔵品 34,347 33,940

その他 55,115 56,075

貸倒引当金 △251 △301

流動資産合計 2,389,596 2,470,679

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 298,989 298,989

減価償却累計額 △239,894 △241,395

建物及び構築物（純額） 59,095 57,594

土地 79,770 79,770

リース資産 54,079 54,079

減価償却累計額 △23,604 △25,206

リース資産（純額） 30,475 28,873

建設仮勘定 852 873

その他 220,112 224,376

減価償却累計額 △195,436 △198,257

その他（純額） 24,676 26,119

有形固定資産合計 194,869 193,230

無形固定資産

その他 14,115 15,755

無形固定資産合計 14,115 15,755

投資その他の資産

投資有価証券 154,140 189,059

保険積立金 274,704 217,362

その他 21,020 21,216

貸倒引当金 △703 △971

投資その他の資産合計 449,162 426,667

固定資産合計 658,147 635,653

資産合計 3,047,743 3,106,333

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 5 -

(株)創健社(7413)　２０２７年３月期　第１四半期決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 420,791 422,891

短期借入金 638,467 649,558

リース債務 5,168 5,011

未払法人税等 3,471 1,217

賞与引当金 24,830 12,677

その他 98,032 116,452

流動負債合計 1,190,761 1,207,806

固定負債

長期借入金 306,144 344,098

リース債務 25,224 24,155

役員退職慰労引当金 167,100 154,700

退職給付に係る負債 128,296 134,688

繰延税金負債 13,663 24,561

その他 31,160 31,970

固定負債合計 671,589 714,174

負債合計 1,862,351 1,921,981

純資産の部

株主資本

資本金 920,465 920,465

資本剰余金 45,965 45,965

利益剰余金 163,805 138,744

自己株式 △11,378 △11,378

株主資本合計 1,118,857 1,093,796

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 66,534 90,555

その他の包括利益累計額合計 66,534 90,555

純資産合計 1,185,392 1,184,352

負債純資産合計 3,047,743 3,106,333
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

売上高 1,180,199 1,149,717

売上原価 884,820 859,422

売上総利益 295,378 290,294

販売費及び一般管理費 302,015 306,409

営業損失（△） △6,637 △16,114

営業外収益

受取利息 37 62

受取配当金 1,712 2,037

仕入割引 819 700

破損商品等賠償金 331 224

その他 858 740

営業外収益合計 3,760 3,765

営業外費用

支払利息 1,251 1,804

その他 180 117

営業外費用合計 1,431 1,921

経常損失（△） △4,308 △14,271

特別利益

固定資産売却益 6,443 －

受取補償金 － 3,167

保険解約返戻金 － 945

特別利益合計 6,443 4,112

特別損失

保険解約損 － 397

特別損失合計 － 397

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
2,134 △10,556

法人税、住民税及び事業税 511 511

法人税等合計 511 511

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,623 △11,067

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
1,623 △11,067

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,623 △11,067

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,179 24,020

その他の包括利益合計 △3,179 24,020

四半期包括利益 △1,556 12,953

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,556 12,953

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　前第１四半期連結累計期間(自　2025年４月１日　至　2025年６月30日)

　　該当事項はありません。

　当第１四半期連結累計期間(自　2026年４月１日　至　2026年６月30日)

　　該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2026年４月１日

至　2026年６月30日）

減価償却費 6,408千円 7,462千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

（セグメント情報等の注記）

前第１四半期連結累計期間(自　2025年４月１日　至　2025年６月30日)

　当連結グループは、健康自然食品の卸売業として、単一セグメントであるため、記載を省略しております。

当第１四半期連結累計期間(自　2026年４月１日　至　2026年６月30日)

　当連結グループは、健康自然食品の卸売業として、単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年８月６日

株式会社創健社

取締役会　御中

保森監査法人

東京都千代田区

代表社員

業務執行社員
公認会計士 　山﨑　貴史

代表社員

業務執行社員
公認会計士 　荒川　竜太

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社創健社の2026年４月１日から2027年３月31日

までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2026年４月１日から2026年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間

（2026年４月１日から2026年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結

損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されてい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び期中連結財務諸表に係る我

が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める

記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが

含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び期中連結財務諸表

に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開

示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRL データ及び HTML データは期中レビューの対象には含まれていません。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期財

務諸表等の作成基準第４条第１項及び期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基

準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められ

る場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関

する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明

することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象

や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められ

ないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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